
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

埼玉県

指 定

☆不登校支援

☆学習障害

☆グレーゾーン

☆

※



 

 

【児童福祉法の目的】 

・全て児童は、児童の権利に関する条約の精神にのっとり、適切に養育されること、その生

活を保障されること、愛され、保護されること、その心身の健やかな成長及び発達並びにそ

の自立が図られることその他の福祉を等しく保障される権利を有する。 

（児童福祉法第一条） 

・全て国民は、児童が良好な環境において生まれ、かつ、社会のあらゆる分野において、児

童の年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮さ

れ、心身ともに健やかに育成されるよう努めなければならない。 

（児童福祉法第二条第一項） 

  

【放課後デイサービスとは】 

学校教育法第一条に規定する学校（幼稚園及び大学を除く）に就学している障害児につき授

業の終了後又は休業日に、児童発達支援センターその他の厚生労働省令で定める施設に通わ

せ、生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進その他の便宜を供与すること。

（児童福祉法第六条の二第四項） 

  

 

厚生労働省（現在は子ども家庭庁）の出している放課後等デイサービスガイドラインでは、

不登校の子どもについて、次のように書かれています。 

 

 

・在籍している学校の受け入れ体制が不十分 

・障害を持っていることで上手く周囲に馴染めない 

 

 

こういった場合でも放課後等デイサービスを利用することが出来ます。 

不登校の児童にとって、自分の居場所を自宅以外に確保することは重要です。 

自宅に閉じこもった状態では他人とのコミュニケーションが少なくなってしまいます。 

それを緩和してくれる一つの選択肢が福祉サービスである「放課後等デイサービス」である

と言えます。



 

午前の部 午後の部

9:30     来所（自主通所、保護者送り） 

※11 時までに来て頂ければ大丈夫です 

検温、身支度等 

   e ラーニング、個別療育 

11:30   帰宅（自主通所、保護者迎え） 

14:00    来所（自主通所、保護者送り） 

※17 時までに来て頂ければ大丈夫です 

検温、身支度等 

  e ラーニング、個別療育 

17:30    帰宅（自主通所、保護者迎え） 

○ 

⚫ 

➢ 

➢ 

➢ 学力を自動判定し、お子様に合わせた最適な問題を出題します。（スタッフもチェックをし

➢ 

➢ 

➢ 

➢ 

○ 

⚫ 

➢ 

➢ 社会ルールや遊びに触れる中で「ありがとう」という感謝（気持ちと言葉）ができる素直さ

○ 

⚫ 

○ 

⚫ 

➢ 



 

○ 利用料金

世帯の収入状況 負担上限月額

生活保護受給世帯

市町村民税非課税世帯
0 円

市町村民税課税世帯

（所得割２８万円(注)未満）
4,600 円

上記以外の世帯 37,200 円

※ 障害福祉サービスの自己負担は、所得に応じて負担上限月額が設定され、ひと月に

利用したサービス量にかかわらず、それ以上の負担は生じません。

※ 

○ 

スピカでは、利用児童が無理なく集団生活に適応するために必要な訓練及び介

○ 

○ 

○ 

スピカでは、利用児童が個々の力を最大限発揮できるよう、個々の能力に応じ

 

 

HP：https://fujimino-spica.net/

合同会社 Spica 

多機能型事業所 スピカ

〒356-0041

埼玉県ふじみ野市鶴ケ舞 1-1-18 マンションオオツキ 101

TEL：049-257-4411   FAX：049-257-4412


